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2007 

4. 石川和宏、岡本

像診断法、MRI 撮像法の選択。代謝・変性・脱髄疾患を疑うときは、どのような画像診断法を用いればよいですか。、小児内科 39(増刊)：95-96，

2007 



5. 石川和宏、岡本浩一郎、淡路正則、古澤哲哉、笹井啓資：全面改訂・小児中枢神経疾患の画像診断 2008、基礎・総論編、疑う疾患からみた画

ントムを用いた磁化率強調像 (Susceptibility-weighted Imaging：SWI) の基礎的検討、日放技誌 63(9)：

肝転移に対するリザーバー動注化学療法、Radiology Frontier10(2)：75-81，2007 

on Medicine25(Suppl.I)：

ノバリスによる体幹部定位放射線治療、定位放射線治療 11：1-12，2007 

リンを 13 年間使用した 1 例(Leonard Thompson)と

症に必要な画像診断および IVR】MDCT による深部静脈血栓症の評価、臨床画像 22(7)：778-783，2007 

バイオサ

、木原好則、森田哲郎、石川浩志、奥泉美奈、他：胸部間接撮影による肺癌検診成績 高度

院医学雑誌 19(1)：17-23，2007 

の 1例、腹部画像診断アトラス 12：

--2006---- 

石川和宏、古澤哲哉、登木口進、他：知っていると得をする CT・MRI のサイン：中枢神経系 [1]、臨床画像 22(1)：122-126，2006 

一郎、淡路正則、石川和宏、古澤哲哉、登木口進：【神経画像診断の新しい展開 CT と MR】MR の応用 MR cisternography、Clinical 

一郎、古澤哲哉、他：視神経炎の MRI 造影後 FIESTA 像所見、眼科臨床医報 100(11)：916，2006 

腸癌肝転移が併存した 1切除例、消化器画像 8(3)：351-356，2006 

：483-492，2006 

2006 

 

 

した慢性アルコール性肝疾

像診断法、MRI 撮像法の選択。頭部外傷を疑うときは、どのような画像診断法を用いればよいですか。、小児内科 39(増刊)：97-98，2007 

6. 石川和宏、岡本浩一郎、淡路正則、古澤哲哉、笹井啓資：画像診断ライブラリー 男性のプロラクチン産生性下垂体腺腫の画像所見、日本医

事新報 4328：53-56，2007 

7. 岡本浩一郎、他：MRI 用簡易ファ

1093-1098，2007 

8. 関裕史、椎名真：大腸癌

9. 石川和宏、古澤哲哉、岡本浩一郎、笹井啓資、他：正常圧水頭症様症状で発症した脊髄神経鞘腫の一例、Radiati

19，2007 

10. 松本康男：

11. 加村毅：肝細胞癌の早期発見のための画像診断、新潟市医師会報 436：3-11，2007 

12. 堀井陽祐、他：第 2 回病診連携臨床病理検討会(CPC)報告 世界で初めて発見されたインス

持続皮下インスリン注入療法(CS II)で 26 年間治療した不安定型 I 型糖尿病の 1 例の臨床経過と剖検所見の比較、長岡赤十字病院医学雑誌

20(1)：71-75，2007 

13. 吉村宣彦：【肺血栓塞栓

14. 古泉直也、石川浩志、笹井啓資、他：喫煙による肺 CT に対する画像工学的評価法の基礎研究、電子情報通信学会技術研究報告(ME と

イバネティックス)107(218)：19-21，2007 

15. 小田純一、秋田眞一、古泉直也、塚田博、谷由子

に精度管理された地域での検討、肺癌 47(6)：707-715，2007 

16. 谷由子、他：間質性肺炎の一例 病診連携 CPC 症例、長岡赤十字病

17. 高野徹、加村毅、浦川佳美、高木聡、山本哲史、笹井啓資：転移性肝腫瘍に近接してみられた限局性過形成

70-71，2007 

 

--

1. 岡本浩一郎、

2. 岡本浩一郎、石川和宏、古澤哲哉、登木口進、他：知っていると得をする CT・MRI のサイン：中枢神経系 [2]、臨床画像 22(2)：226-230，2006 

3. 岡本浩

Neuroscience24(4)：419-422，2006 

4. 岡本浩

5. 海津元樹：中心静脈カテーテル挿入に伴う鎖骨下静脈血栓症の診断、映像情報 Medical38(3)：389，2006 

6. 海津元樹、加村毅、他：肝細胞癌と結

7. 奥泉美奈、他：消化器 MRI の読み方 膵嚢胞性病変 先天性嚢胞、臨床消化器内科 21(5)：631-636，2006 

8. 奥泉美奈、他：消化器 MRI の読み方 膵嚢胞性病変 Solid pseudopapillary tumor(SPT)、臨床消化器内科 21(4)

9. 奥泉美奈、他：消化器 MRI の読み方 膵嚢胞性病変 膵管内粘液性腫瘍(IPMT)、臨床消化器内科 21(3)：369-380，

10. 奥泉美奈、他：消化器 MRI の読み方 膵嚢胞性病変 粘液性腫瘍性嚢胞、臨床消化器内科 21(2)：239-247，2006

11. 奥泉美奈、他：消化器 MRI の読み方 膵嚢胞性病変 漿液性嚢胞腫瘍、臨床消化器内科 21(1)：101-111，2006 

12. 山名展子、末山博男、山ノ井忠良、他：超高齢者食道癌に対する加速過分割照射、新潟県立中央病院医誌 14(1)：1-5，2006
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31. 山本哲史、他：肝臓ダイナミック MRI における 3D-VIBE 法の至適フリップ角の検討、日本放射線技術学会雑誌 61(10)：1441-1446，2005 

32. 杉田公

2005 

33. 伊藤瞳、木原好則、高木聡、他：卵巣粘
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